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当年生苗（令和３（2021）年 11 月） 

 

２年生苗（令和３（2021）年 11 月） 

 

当年生苗（令和４（2022）年 11 月） 

 

２年生苗（令和４（2022）年 11 月） 

写真 ３-９３ 植栽木の状況（高知県宿毛市スギ） 
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３-２-１４．熊本県人吉市 スギ（当年生苗） 

①調査地の概要 

熊本県人吉市の調査地の概要を以下に示す。 

 

表 ３-８４ 調査地の概要（熊本県人吉市スギ） 

調 査 地 熊本県人吉市 

国 有 林 名 西浦 21 に 

樹   種 スギ（挿し木）コンテナ苗 300cc 

 当年生苗 ２年生苗 

造

林

情

報 

苗木生産者 M 氏（熊本県スギ） 設定無し 

面   積 0.50ha 

植栽年月日 平成 31（2019）年 2 月 

植 栽 本 数 1,000 本 

獣 害 対 策 有（柵の設置） 

施 業 履 歴 伐採：平成 30（2018）年 4 月 

地拵え：平成 31（2019）年 1 月枝条存置 

調

査

地

情

報 

標   高 521m 

斜 面 方 位 平坦地 

最大傾斜角 平坦地 
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平成 31（2019）年２月に、熊本県人吉市の国有林内にスギの当年生苗を植栽した。本調

査地に植栽されたスギは挿し木苗である。また当年生苗のみ植栽されているため、２年生苗

区は設定していない。本調査地は全体的に平坦地であり、また獣害対策として調査地を囲む

ように柵が設置されている。 

 

 

調査地の状況（平成 31（2019）年２月） 

 

調査地の状況（令和４（2022）年 12 月） 

写真 ３-９４ 調査地の状況（熊本県人吉市スギ） 

 

【調査プロットの設置状況】 

調査プロット内における当年生苗の調査本数を表 ３-８５に示す。調査プロット設置時の

調査本数は、当年生苗 104 本とした。 

 

表 ３-８５ 当年生苗の調査本数（熊本県人吉市スギ） 

設置日 平成 31 年２月 12 日 

苗種 当年生苗 ２年生苗 

調査本数 104 本 － 

 

 

当年生苗区（平成 31（2019）年２月） 

 

当年生苗区（令和元（2019）年 11 月） 



 

164 

 

 

当年生苗区（令和２（2020）年７月） 

 

当年生苗区（令和２（2020）年 11 月） 

 

当年生苗区（令和３（2021）年７月） 

 

当年生苗区（令和３（2021）年 12 月） 

 

当年生苗区（令和４（2022）年７月） 

 

当年生苗区（令和４（2022）年 12 月） 

写真 ３-９５ 当年生苗区の状況（熊本県人吉市スギ） 
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【土壌調査結果（平成 30（2018）年度調査）】 

 平成 30（2018）年度に実施した土壌調査の結果を以下に示す。土壌調査は調査プロット

の中央１箇所で実施した。 

 

 

地表面の状態 

 

土壌断面 

写真 ３-９６ 土壌調査の状況（熊本県人吉市スギ） 

 

表 ３-８６ 土壌断面調査結果（熊本県人吉市スギ） 
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②植栽木の生育状況 

【調査時期】 

 本調査地における夏期及び秋冬期の調査日、また下刈りの実施時期を表 ３-８７に示す。

令和元（2019）年度の夏期調査は下刈りが実施された後の調査となったが、令和２（2020）

年度から令和４（2022）年度の夏期調査は下刈り実施前に行った。 

 

表 ３-８７ 調査の実施時期及び下刈りの実施時期（熊本県人吉市スギ） 

 夏期調査 秋冬期調査 下刈り実施時期 

平成 30（2018）年度 － ２月 12 日 － 

令和元（2019）年度 ８月 24 日 11 月 30 日 ６月 

令和２（2020）年度 ７月 23 日 11 月 28 日 ７月 

令和３（2021）年度 ７月２日 12 月２日 ７月 

令和４（2022）年度 ７月９日 12 月３日 ７月 

 

【植栽木の活着率について】 

 当年生苗の活着率（植栽から 11 日後の時点における生存率）を図 ３-６９に示す。 

 植栽直後の調査となったこともあり、活着率は当年生苗で 100％となった。 

 

図 ３-６９ 当年生苗の活着率（熊本県人吉市スギ） 

 

【植栽木の生存率と生育状況について】 

 植栽から令和４（2022）年までの当年生苗の生存率の推移を図 ３-７０に、生育状況を図 

３-７１に示す。 

令和４（2022）年秋時点における当年生苗の生存率は 89％となった。生存率の低下は、

令和２（2020）年の夏から徐々に見られるものの、依然として９割以上が生存していた。 

 枯死していた植栽木については、ほとんどが立ち枯れであった。枯死の要因については不

明である。生存している植栽木については、令和２（2020）年度に合計３本の誤伐が確認さ

れたほか、令和４（2022）年秋の調査で植栽木のうち２本にシカによる剥皮害が確認され

た（写真 ３-９７）。周囲を確認したところ、防鹿柵の一部が破損していた。 
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図 ３-７０ 当年生苗の生存率の推移（熊本県人吉市スギ） 

 

 

図 ３-７１ 当年生苗の生育状況（熊本県人吉市スギ） 

 

  

写真 ３-９７ シカによる剥皮害（令和４（2022）年 12 月） 
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【植栽木（健全木）の成長状況】 

 植栽から令和４（2022）年度までの当年生苗の成長状況を表 ３-８８、図 ３-７２に示す。

なお、本調査地では２年生苗区が設定されていないため、当年生苗と２年生苗の比較は不可

能である。 

令和４（2022）年秋の時点で、当年生苗の平均樹高が 249.9cm、平均地際径が 44.6mm

となった。 

表 ３-８８ 当年生苗の成長状況（熊本県人吉市スギ） 

 

 2021 年夏 2021 年秋冬 2022 年夏 2022 年秋冬 

平均樹高 

(cm) 

当年生苗 155.5 ± 24.7 cm 183.8 ± 30.3 cm 229.9 ± 37.9 cm 249.9±40.9cm 

２年生苗 － － － － 

平均地際径 

(mm) 

当年生苗 26.3 ± 5.3 mm 30.2 ± 6.3 mm 38.6 ± 7.2 mm 44.6±8.7mm 

２年生苗 － － － － 

平均形状比 
当年生苗 60.4 ± 10.3 62.0 ± 8.8 60.2 ± 7.1 56.7±5.7 

２年生苗 － － － － 

※±の後の数値は標準偏差 

  

 2018 年秋冬 2019 年夏 2019 年秋冬 2020 年夏 2020 年秋冬 

平均樹高 

(cm) 

当年生苗 53.8 ± 5.9 cm 76.0 ± 7.4 cm 78.9 ± 8.5 cm 106.3 ± 14.9 cm 126.8 ± 20.0 cm 

２年生苗 － － － － － 

平均地際径 

(mm) 

当年生苗 7.1 ± 0.8 mm 10.5 ± 1.9 mm 12.3 ± 2.1 mm 15.4 ± 2.7 mm 18.9 ± 3.9 mm 

２年生苗 － － － － － 

平均形状比 
当年生苗 76.2 ± 10.6 73.9 ± 11.5 65.5 ± 10.5 70.1 ± 10.9 68.2 ± 9.8 

２年生苗 － － － － － 
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図 ３-７２ 当年生苗の成長状況（熊本県人吉市スギ） 
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【雑草木との競争関係】 

 令和４（2022）年度の夏期調査における植生調査の結果を表 ３-８９に、令和元（2019）

年から令和４（2022）年度までの夏期調査における植栽木と雑草木の競合状態を図 ３-７３

に示す。なお、令和元（2019）年度は下刈り実施後の調査データである。 

 本調査地では、一面ススキが優占している。令和３（2021）年度の夏期調査では、生存し

ている当年生苗のうち競合状態 C１＋C２が５割にとどまったが、令和４（2022）年度の夏

期調査では大半がＣ１となっており、ほとんどの植栽木がススキから抜け出している事が

分かる。 

 

表 ３-８９ 植生調査の結果（熊本県人吉市スギ） 

 

 

 

※2019 年は下刈り後のデータ 

図 ３-７３ 雑草木との競合状態 

（熊本県人吉市スギ） 

 

写真 ３-９８ 植生の状況 

（令和４（2022）年７月） 

（熊本県人吉市スギ） 
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当年生苗（平成 31（2019）年２月） 

 

当年生苗（令和元（2019）年 11 月） 

 

当年生苗（令和２（2020）年 11 月） 

 

当年生苗（令和３（2021）年 12 月） 

 

当年生苗（令和４（2022）年 12 月） 

写真 ３-９９ 植栽木の状況（熊本県人吉市スギ） 
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本事業の調査によって得られた成果を基に、当年生苗の特性（苗木の形状や植栽後の生育

状況）を樹種ごとに整理し、従来のコンテナ苗（２年生苗）との比較を行った。また、本事

業の調査において当年生苗に確認された問題点等を整理し、当年生苗の導入に向けた留意

事項として取りまとめた。 

なお、本事業で調査した当年生苗は、全国の苗木生産者が当年生苗の育苗に関する知見を

持たないまま試行的に生産された苗木であり、従来のコンテナ苗と比較して苗木のサイズ

が小さい傾向にあった。サイズが小さい苗木を植栽した場合、苗齢に関わらずサイズが小さ

いことに起因する問題が発生する（例えば、雑草木による被圧など）ことが予想されるが、

それらの問題は苗齢の問題というよりも苗木サイズ（あるいは出荷規格）の問題であり、当

年生苗自体の問題とは言えない。 

そこで、当年生苗の導入に向けた留意事項の取りまとめに当たっては、本事業で取り扱っ

た当年生苗が従来のコンテナ苗と比較してどのようなサイズだったかを明らかにするため、

従来のコンテナ苗の出荷規格をどの程度クリアしていたかを検証した。その上で、当年生苗

の形状の問題点や、当年生苗の植栽後に見られた生育不良等の問題点のうち、苗木のサイズ

に関わらず発生した問題点を当年生苗自体の問題として整理し、一方で苗木のサイズが要

因で発生した問題点については、当年生苗であっても一定以上の大きさを持った苗木を使

用することが、当年生苗を幅広く活用するためには重要であることの根拠として整理する

こととした。 

  

第４章 当年生苗の特性等の分析と導入に向けた留意事項等の整理 
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４-１．当年生苗を導入することで得られるメリットについて 

事業の成果を取りまとめるに当たり、まず初めに当年生苗（育苗期間１年以内で出荷した

苗木）を導入することで得られるメリットについて、以下に整理した。 

 

【苗木の生産性の向上】 

従来のコンテナ苗の生産には、およそ１年半から２年程度の育苗期間が必要となる。一方

で、当年生苗の育苗期間は１年未満であることから、従来のコンテナ苗の半分程度の育苗期

間で苗木を出荷することが可能となる。このことにより、苗木を毎年出荷できるようになる

ため、苗木の安定的な供給が可能となる。 

また、生産のスケジュールによっては、従来のコンテナ苗と同じ期間で苗木の生産を２サ

イクル行えるようになるため、より多くの苗木を出荷することも期待できる。 

 

【苗木生産の効率化】 

一般に、苗木の育苗期間が長くなると、その分労務費や潅水等の管理費が嵩むことになる。

一方で当年生苗の生産においては、育苗期間の短縮によって労務費や管理費等を従来より

も抑えられるため、苗木生産のコストを抑えられる可能性がある。特に冬期に積雪があるよ

うな寒冷地域では、越冬の際に低温や降雪等の影響を防ぐための設備や労力が必要となる

場合があるが、育苗期間が１年未満の当年生苗であれば、冬になる前までに出荷を行えるた

め、そのような設備や労力が不要となり、さらにコストを抑えることも期待できる。 

また、育苗期間の短縮により毎年同じ設備（ハウスやコンテナ等）を使えるようになるこ

とから、苗木生産に必要な施設の面積やコンテナの個数等を従来よりも抑えることが可能

となる。 

 

【需要に即した苗木生産が可能となり、苗木が売れ残るリスクを低減できる】 

苗木の生産量は、苗木を購入して植栽する側の需要を予測して決定する必要がある。当年

生苗の場合は育苗に必要な期間が短縮されることで、より直近の需要に即した苗木生産が

可能となる。そのため、生産したにもかかわらず需要がないため出荷ができずに苗木が売れ

残るといったリスクを低減することが可能となる。さらに、急な苗木の需要に対しても、育

苗期間の短縮により対応できる可能性が大きくなり、苗木生産における需給調整を円滑化

することも期待できる。 

 

 以上のようなメリットを持つ当年生苗の普及のため、本事業で調査した当年生苗の形状

や植栽後の生育状況といったデータを取りまとめ、当年生苗を導入する上で留意すべき事

項について整理を行った。 
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４-２．当年生苗の形状（苗木サイズや根鉢の形成状態）について 

平成 30（2018）年度から令和３（2021）年度にかけて実施した、当年生苗及び２年生苗

の出荷時の苗木のサンプリング調査のデータを基に、今回調査した当年生苗の苗木のサイ

ズ（苗長、根元径）が従来のコンテナ苗の規格をどの程度クリアしていたかを検証した。 

また根鉢の形成状態についても、根系被覆率（根鉢を正面から見たときの、根鉢全体に対

する根の割合（％））が一定の基準をクリアしているかどうかについて検証した。 

なお、根系被覆率の計測については、令和２年度以降に調査した苗木は、評価の基準とし

て検討委員に提供いただいた写真（コンピュータによる画像解析で根鉢に対する根系の面

積率を計算したもの）を基にして実際の苗木を見ながら根系被覆率を判断した。一方、平成

30（2018）年度及び令和元（2019）年度に調査していた苗木については、基準となる写真

を用いずに調査していたため、その際に撮影していた苗木の写真を見ながら令和２（2020）

年度に改めて根系被覆率を調査した。 

 

【基準として用いた規格について】 

今回の検証で評価基準として使用した規格は、平成 30（2018）年度時点における各都道

府県のコンテナ苗の規格（規格が複数ある場合は、150 cc コンテナにおける最も低い規格

とした）を基本とし、さらに参考として、林野庁のコンテナ苗標準規格（改定案）*におけ

る５号苗の規格（表 ４-１）を加えた。また、根鉢の形成状態については、上記の改定案を

参考に根系被覆率 20％以上を基準として採用した。 

*林野庁「令和 4 年度コンテナ苗生産技術等標準化に向けた調査委託事業」で検討中の改定案 

 

表 ４-１ 林野庁のコンテナ苗標準規格（改定案）における５号苗規格の概要 

 スギ・カラマツ ヒノキ 

苗長 30 cm 上 30cm 上 

根元径 4 mm 上 3.5 mm 上 

形状比（推奨値） 110 以下 140 以下 

根系被覆率（推奨値） 20％以上（苗木を振っても根鉢が崩壊しない基準） 

（その他特記事項）・苗齢の別を廃止 

・露出した状態の根鉢を軽く振って培地が崩れ落ちる状態のものは規格外とする 

なお、サンプリング調査に使用した苗木は、各調査地に植栽された当年生苗及び２年生苗

を出荷した苗木生産者から、出荷された苗木と同一ロットで生産された当年生苗及び２年

生苗を 20～30 本程度購入した。（苗木のサンプリング調査の詳細な計測方法や調査結果に

ついては、令和３（2021）年度の報告書を参照） 

また前述のとおり、本事業で調査した当年生苗については、その多くが平成 30（2018）

年の２～４月に生産が開始されたものであり、各地の苗木生産者が当年生苗の育苗に関す

る知見を持たないまま試験的に生産された当年生苗であることに留意する。 
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４-２-１．当年生苗の規格クリア率の検証結果 

（１）宮城県スギ（当年生苗・２年生苗） 

調査実施年度 平成 30（2018）年度 

生産者 C 氏（当年生苗）、D 氏（２年生苗） 

植栽場所 宮城県気仙沼市 

 

【苗木の規格クリア率結果】 

サンプリング計測結果とその規格クリア率を下に示す。当年生苗と２年生苗はそれぞれ違

う苗木生産者によって生産されたため、直接的な比較はできないものの、参考として計測値

を比較した。宮城県の規格をクリアした当年生苗の割合は 43％であった。 

表 ４-２ 計測結果と規格クリア率（宮城県＿スギ） 

 当年生苗 ２年生苗 

標本数（本） 30 30 

苗長 

（cm） 

平均 33.7  53.1  

標準偏差 3.8  2.9  

最大値 41.1  59.1  

最小値 26.0  47.3  

根元径

（mm） 

平均 3.8  6.7  

標準偏差 0.8  1.0  

最大値 5.6  9.6  

最小値 2.4  5.2  

形状比 

 

平均 90.7  81.0  

標準偏差 15.5  10.6  

最大値 126.7  98.1  

最小値 62.0  57.4  

 

図 ４-１ 計測結果（宮城県_スギ）  
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C氏

２年生苗（n=20）

D氏

宮城県規格

（最低基準・２～３年生）

林野庁規格

５号苗*

形状比110

宮城県 

出荷規格 

（最低基準） 

（参考）林野庁の 

コンテナ苗標準規格 

５号苗* 

苗長 

30 cm 上 

根元径 

3.5 mm 上 

苗長 

30 cm 上 

根元径 

4 mm 上 

根系被覆率 

20%以上 

（推奨値） 

43% 33% 100% 

*林野庁「令和４年度コンテナ苗生産技術等標準化に向けた調査

委託事業」で検討中の改定案 
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根鉢に対する根系の被覆率について、当年生苗と２年生苗を比較した結果を下図に示

す。当年生苗の根系被覆率はすべての苗木で 20％を超えており、２年生苗と遜色は無かっ

た。 

 

図 ４-２ 根鉢に対する根系の被覆率の結果（宮城県_スギ） 

 

写真 ４-１ 宮城県＿スギ（当年生苗） 

 

写真 ４-２ 宮城県＿スギ（２年生苗）  
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（２）島根県スギ（当年生苗・２年生苗） 

調査実施年度 平成 30（2018）年度 

生産者 I 氏（当年生苗、２年生苗） 

植栽場所 島根県飯南町 

 

【苗木の規格クリア率結果】 

サンプリング計測結果とその規格クリア率を下に示す。平均苗長、平均根元径ともに当年

生苗の方が２年生苗より小さい値を示したが、平均苗長については当年生苗で約 41cm、２年

生苗で約 50cm と差は大きくなかった。島根県の規格をクリアした当年生苗の割合は 100%

だった。 

 

表 ４-３ 計測結果と規格クリア率（島根県_スギ） 

 当年生苗 ２年生苗 

標本数（本） 20 20 

苗長 

（cm） 

平均 40.9  50.3  

標準偏差 5.2  5.4  

最大値 51.2  61.3  

最小値 30.0  39.5  

根元径

（mm） 

平均 4.9  7.0  

標準偏差 0.6  1.4  

最大値 6.0  9.5  

最小値 3.9  5.1  

形状比 平均 83.7  74.9  

標準偏差 13.0  16.8  

最大値 102.4  106.0  

最小値 58.3  49.7  

 

図 ４-３ 計測結果（島根県_スギ）  
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島根県規格

（１～２年生）

林野庁規格

５号苗*

形状比110

島根県 

出荷規格 

（参考）林野庁の 

コンテナ苗標準規格 

５号苗* 

苗長 

30 cm 上 

根元径 

3.5 mm 上 

苗長 

30 cm 上 

根元径 

4 mm 上 

根系被覆率 

20%以上 

（推奨値） 

100% 95% 100% 

*林野庁「令和４年度コンテナ苗生産技術等標準化に向けた調査

委託事業」で検討中の改定案 



 

178 

 

根鉢に対する根系の被覆率について、当年生苗と２年生苗を比較した結果を下図に示す。

すべての当年生苗で根系被覆率 20％を超えていた。 

 

図 ４-４ 根鉢に対する根系の被覆率の結果（島根県_スギ） 

 

写真 ４-３ 島根県スギ当年生苗の状況 

（写真中のメモの「２年生」は間違い。正しくは「当年生苗」） 

 

※２年生苗の根系の写真は、調査開始直後

のため撮影していなかった。 

 

写真 ４-４ 島根県スギ２年生苗の状況  
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（３）兵庫県スギ（当年生苗・２年生苗） 

調査実施年度 平成 30（2018）年度 

生産者 J 氏（当年生苗、２年生苗） 

植栽場所 兵庫県宍粟市 

 

【苗木の規格クリア率結果】 

サンプリング計測結果とその規格クリア率を下に示す。平均苗長は当年生苗の方が２年生

苗より小さい値を示したが、平均根元径については当年生苗で約 3.5mm、２年生苗で約 4mm

と差は大きくなかった。兵庫県の規格はないため参考として林野庁５号苗規格で見てみると、

規格をクリアした当年生苗はなかった。 

表 ４-４ 計測結果と規格クリア率（兵庫県_スギ） 

 当年生苗 ２年生苗 

標本数（本） 20 20 

苗長 

（cm） 

平均 30.5  39.5  

標準偏差 2.7  2.2  

最大値 37.5  43.2  

最小値 25.3  34.9  

根元径

（mm） 

平均 3.5  4.0  

標準偏差 0.4  0.4  

最大値 4.2  5.0  

最小値 2.3  3.2  

形状比 平均 89.0  99.5  

標準偏差 14.6  12.7  

最大値 137.0  128.8  

最小値 64.5  80.4  

 

 

図 ４-５ 計測結果（兵庫県_スギ）  
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コンテナ苗標準規格 

５号苗* 

なし 苗長 

30 cm 上 

根元径 

4 mm 上 

根系被覆率 

20%以上 

（推奨値） 

－ 0% 70% 

*林野庁「令和４年度コンテナ苗生産技術等標準化に向けた調査

委託事業」で検討中の改定案 
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 根鉢に対する根系の被覆率について、当年生苗と２年生苗を比較した結果を下図に示す。

当年生苗の根系被覆率 20％を超えていた苗木の割合は 70％であり、２年生苗とは差が生じ

た。 

 

図 ４-６ 根鉢に対する根系の被覆率の結果（兵庫県_スギ） 

 

写真 ４-５ 兵庫県スギ当年生苗の状況 

 

写真 ４-６ 兵庫県スギ２年生苗の状況  
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（４）高知県スギ①（当年生苗・２年生苗） 

調査実施年度 平成 30（2018）年度 

生産者 K 氏（当年生苗、２年生苗） 

植栽場所 高知県宿毛市 

 

【苗木の規格クリア率結果】 

サンプリング計測結果とその規格クリア率を下に示す。平均根元径は当年生苗で 3.7mm、

２年生苗で 5.7mm と、その差は大きかった。高知県の規格をクリアした当年生苗の割合はな

かった。 

 

表 ４-５ 計測結果と規格クリア率（高知県_スギ①） 

 当年生苗 ２年生苗 

標本数（本） 20 20 

苗長 

（cm） 

平均 32.8  39.0  

標準偏差 3.4  2.5  

最大値 41.5  44.5  

最小値 28.2  34.1  

根元径

（mm） 

平均 3.7  5.7  

標準偏差 0.3  0.8  

最大値 4.3  8.2  

最小値 3.3  4.3  

形状比 平均 88.9  70.0  

標準偏差 10.8  10.5  

最大値 112.2  103.5  

最小値 67.4  47.0  

 

 

図 ４-７ 計測結果（高知県_スギ①）  
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4 mm 上 

苗長 

30 cm 上 
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根系被覆率 

20%以上 

（推奨値） 

0% 10% 95% 

*林野庁「令和４年度コンテナ苗生産技術等標準化に向けた調査

委託事業」で検討中の改定案 




